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各地の生産者と提携し

共栄を追求 !
沖縄でのスギ“自社養殖"は来期から10万尾規模に

徳島魚市場lttl代表取締役社長 吉本 創―さん

徳島魚市場ll朱lは、徳島市中央卸売市場を拠点と

する荷受であり、“徳島県民の台所"として「安全、

安心、豊富な品揃えと安定供給」を実践すると同

時に、自県産の天然魚や養殖魚を県外および海外

市場へも供給している。養殖魚については、徳島

魚市場lttlお よびグループ会社の旭物産lttlが、各

地の養殖漁家 (以下、生産者)への飼料
。水産用医

薬品・栄養剤等の供給、生産物販売に加え、高知・

大分。愛媛の生産者との提携による養殖事業も展

開。昨年12月には沖縄県でのスギ養殖事業、今年

6月 には徳島県内のブリ類養殖事業を承継するな

ど、その地歩を広げているように映る。生産者との

連携強化の意図やスギ養殖への期待について、吉

本創―社長に聞いた。

起点は、地元の生産者を応援したい !

各地の生産者さんとの密な関係構築は、およそ四

半世紀前、私がまだ徳島魚市場の課長にもなってい

なかった頃に、他県の浜を1人で回り始めたのが端緒。

それは、魚をつくる「養殖」という仕事に強く関心を抱

くとともに、徳島魚市場にとって大切な自県の生産者

の持続的な経営を応援したいという思いからだった。

徳島県内の主な魚類養殖産地は鳴門海峡に近い

北灘地区で、潮通しが良く水深も大きい反面、冬季は

海水温が大きく落ち込むので、ブリは周年飼育が困

難。限界水温が近づいたら売り急ぐ格好にもなってし

まう。そのため、越冬漁場などを確保する必要があっ

た。徳島魚市場lttlが主体ではあるが、主に水産用医

薬品の販売を行っていた旭物産llttlが 、飼料や稚魚
。中

間魚も扱うようになり、四国
。九州各地の生産者との

お付き合いがさらに深まり、大分県の上浦地区や愛媛

県の明浜地区などが越冬漁場のように機能してくれ

るようになった。すなわち、徳島県の生産者にとって

はその年々の需給バランスに応じて出荷量を調整で
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きる自在度が高まり、“越冬漁場"の生産者にとっても

漁場稼働率の向上などにつながり、徳島魚市場グルー

プとしては、安定供給力が強まった。加えて、エサの

供給にも関わっているので、量だけでなく品質の安定

化も可能になった。

ところが、そうした生産者パートナーの中から、後継

者難などから養殖事業を譲渡したいというところが出

てきた。そこで、旭物産lttlが当該地区の別の生産者と

提携することで養殖事業そのものにも関わるように

なった。旭物産lttlのウェブサイトにある高知
。大分・愛

媛での養殖事業はいずれもその構図だ。今年 6月の

北灘地区のn浜野水産の事業承継も、経営者が他界

されたことによるもので、従業員はそのまま、lttlハマノ

として新たなスタートを切っている。

高水温化も踏まえたスギ養殖への再挑戦

沖縄でのスギ養殖は、佛ヤンバル琉宮水産が行っ

ていた当該事業を譲り受けたもの。旭ヤンバル琉宮

水産いとして再出発しているが、徳島魚市場グループ

にとっての“新魚種開発"でもある。

四国。九州地区のブリ等の養殖漁場では、昨今の夏

季高水温の上昇で給餌を控えざるを得なくなり、その

ことも相まって飼育魚のコンディションが悪化するなど

スギのタト観と刺身。

沖縄本島の北部、塩屋漁港の沖合に位置す
る旭ヤンバル琉宮水産いの養殖漁場。表層

水温は約 19～ 32℃。手前の方形生贅は8×

8m、 奥の円形生費は直径40m。

の問題が散見されるようになって

きた。一方、卸売業者の立場で各

地の小売や外食の関係者などと

接していると、毎回のように「何か

新しい魚 (商材)はない?」 と聞か

れる。そこで着目したのがスギだ。

変色が遅い白身魚であり、高水温

に強く、低魚粉飼料でもよく食べ

て増肉係数が良く、成長も速いという特長を有してい

る。2000年代前半に沖縄を中心に国内養殖が試みら

れるも定着しなかった歴史はあるが、徳島魚市場lttlが

中国からカンパチ種苗を直輸入している関係で、中国

でのスギ養殖も見て来ており、事業性を感じていた。

そこで、コロナ禍前から国内でのスギ養殖の適地を

求め、最初は高知県内、次に鹿児島内や大分県内で

試験養殖を行ったが、高知ではサメによる被害を受

け、鹿児島と大分では越冬できず、期待したような結

果は得られなかった。やはり沖縄しかないだろうと考

えていたところに、縁あってヤンバル琉宮水産の事業

を承継することができた。こちらも従業員はそのまま、

資材や飼養管理については私たちが培ってきた魚類

養殖のノウハウを駆使して成績向上を目指している。

手始めの今年 (2026年 )は、春に中国から200～

300gサ イズの人工種苗を7万尾導入した。約 1早で

4～ 5kgサイズに育て、「ヤンバルすぎ」のブランド名

旭ヤンバル琉宮水産lホ凸の現場スタッフ(左
写真)と、塩屋漁港でのスギの出荷作業。

で販売する計画であり、今後は10万尾規模とし、本

土の市場も開拓していく。将来的には、必要量の種苗

はすべて沖縄県栽培漁業センターから供給を受け、

沖縄県内で生産が完結する体制になるのが望ましい

と考えている。

地域資源の価値を磨く

徳島魚市場グループでは、付加価値形成につなが

る新たなブランド魚の開発も行ってきた。その代表格

が「すだちぶり」だ。すだちぶりは、潮通しの良い北灘

地区の大型生費 (25× 30× 25m)で育てたブリに、出

荷の約 3ヵ 月前から、スダチの果皮を添加した特製

EP飼料を与え、特徴的な品質に仕上げたもの。身肉
のビタミンE含有量が高まり、その抗酸化作用で褐変

しにくくなるほか、食味はさっぱりとしているのが特

徴だ。スダチは徳島県が全国生産量の98%を 占めて

おり、その果皮はほとんど活用されてこなかったが、
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飼料メーカーや生産者の協力を得て、EP

飼料にスダチ果皮を加えた場合の効果や、

最適な添加量・給与期間などを丹念に調

べ、生産方法を確立。2013年 10月に「すだ

ちぶり」として商品化した。

続いて2023年 に「すだちさば」を商品化

した。こちらは、定置網やまき網で獲れた

天然の小型サバを種苗とし、やはり北灘地

区でスダチ果皮入りEP飼料を与えて育て

るもので、国内の飲食店や海外の日本食レ

ストランなどから非常に高い評価をいただいている。

また、コロナ禍の2021年には、「家飲み」向け商品と

して、リキッドフリーザーを用いた養殖マダイやカン
パ

チの冷凍刺身個食パックを開発し、大手コンビ
ニ

チェーンなどに採用された。コロナ収束により「家飲

み」需要は縮減したが、回転寿司や居酒屋など外食
の

需要が回復したので、冷凍刺身個食パックで培っ
た

技術力を活かし、養殖魚のロインやポーション、各種

天然魚のリキッド凍結品など、顧客毎のニーズにきめ

細かく応える加工を行い、各取引先に喜ばれている。

付言すると、全国的に品薄傾向にある養殖ア
ユの取

扱いも強化している。徳島県産は「阿波よしの鮎」の

ブランド名で訴求しており、徳島県は90年代初頭まで

養殖アユ生産量日本一だったので (2025年は第6位 )、

我々自身が生産にまで関わることも検討している。

安定供給と特徴ある品揃え

繰り返しになるが、卸売市場の荷受が中核である

我々グループは、「生産者の経営がいかにうまく成り

立ち、大事に育てたその魚を消費者まで円滑に届ける

ことができるか」を考えている。そのため、自県内をは

「すだちぶり」のカマ付きフイレーとロイン。

「すだちさt劇 とその水揚げ作業。

じめ全国各地の生産者に

深く関わりながら、共に良くなっていく道を追求して

いる。

換言すると、生産現場に深く入り込んでいくことで、

それぞれの魚がどのようにつくられているか等の確か

な情報を得ることができ、それをもとに、消費地の実

需者ごとのニーズに応じた提案が可能だと考えて
い

る。さらに、各地の生産者と強固なネットワークをつく

り、それに基づく安定供給力や特徴ある品揃えもサプ

ライヤーとしての我々の強みとなる。

最後に、今般の魚粉など原材料価格の高騰に
つい

ては、端的に言えば、生産コストが大きく上昇している

状況なので、付加価値の向上を通じて、
コスト増加分

を生産物価格に適切に転嫁していくしかないのでは

と思う。ただ日本の消費者の財布の紐は総じて硬く

なっているので、その価値が認められやすい市場を主

な対象とし、商品の提供方法や販売提案の仕方も工

夫する必要がある。また、海外市場についても、ブリで

あれば3kg台で売れる新たな需要をつくっていくこと

も一つの選択肢だと考えている。

(池田)
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簸 FEED ONE

まだい用サステナZEROシリーズ

まだいDPサステナZERO まだいEPサステナZERO

コンセプトは
「よく食べ。よく育つ」

嗜好性原料を配含 &
アミノ酸バランスを調整。

無魚粉ながら、高い

コストパフォーマンスを発揮。

③里 安定的な
供給体制・コスト

を追究
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様々な原料を使用する

ことにより供給及び

価格面でのリスクを分散

③3 Sustainable aq亀
Deveiopmlen

海洋資源への依存度を減らし、持続可能な養殖業の発展に寄与します。
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